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綿貫 豊(北大 ･農 )
前年度の下北半E3北西部 ･M粥の冬期問の研死
では,0-1才は細い枝をよく利用し芽食いのgl
度が拓く,オトナは細い枝はほとんど利用せず榊
皮食いをよく行い,性･咋齢による体ⅢのZlが利
用できる採食空間を制限していると11Li'ji'された｡
木印度は,体式による制約のもとで各齢クラスは
巽った採企戦略をとっているとの立執 こ立って,
83年12月から81年3月までM群を連続追跡し,特
にヤマグワでの採食行動を調査した｡
本調査地で最も選好される餌のひとつであるヤ
マグワは,シーズン初めに芽が食われ後半に樹皮
が食われた｡これは芽の万が樹皮よりもt良い飢"
であることを示唆する｡ヤマグワの芽 ･樹皮はシ
ーズン中に食われた分だけ減少し再生しない｡M
群はシーズン中に同じ場所を2I3回利用するこ
とがあり,2回目,3回目と利用税度が増すと,
その時点で利用できる芽の数は1回目に比し減少
する｡芽は1年生枝につくので一般に細い枝に多
い｡これらより,太い枝を利用できないオトナの
万が早く樹皮食いに移ろと予想された｡芽食いの
頻度ははじめて利用した場所ではすべての齢クラ
スで800/o前後とクラス間に差はなかったが,2[-Ql
目では0-1才500/o前後,オトナ200/o前後,3回
目では0-1才300/o前後,オトナ10-200/Oとオト
ナの万が低かった｡採企時に利用した枝の太さは,
芽食い時の万が樹皮食い時より棚く,また0-1
才の万がオトナよりも細い枝をよく利用した｡そ
の場所の利用回数と利用した枝の太さの問には明
らかなLM係はなかった｡
よりt良い飢"である芽から樹皮への印のスイ
ッチングの時制はオトナの万がコドモよりfP･く.
これは体_ⅢにJ:る制約が,利用できる空間を制限
しているためであると考えられた｡
少なく,その結果として形成される行動田は多少
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